
令和７年度 第１回 横山小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時   令和７年４月２４日（木） １４時００分から１５時４５分まで 

２ 開 催 場 所   横山小学校 ３階多目的教室 

３ 出 席 委 員   青山 敏郎、 溝口 玄、 今場 嘉寿、 ⾧田 テツ子、 田中 綾、 

太田 亜希子、 棚橋 巧 

４ 欠 席 委 員   内野 永士、 森口 紋太郎 

５ オブザーバー   鈴木 孝（竜川ふれあいセンター所⾧）、 坂井 久司（龍山民生委員）、 

森下 智子（竜川主任児童委員）、 藤原 二三美（龍山主任児童委員）  

６ 学校支援コーディネーター   市川 有佳 

７ 学 校   ⾧坂 麻里子（校⾧）、 川村 雄司（教頭）、 遠見石 範子（ＣＳ担当） 

沖 みどり（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 会議録作成者   ＣＳディレクター 沖 みどり 

10 会⾧の選出及び副会⾧の指名 

司会から、会⾧の選出について委員に意見を求めたところ、溝口委員から青山委員を会⾧に推

挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会⾧に選任された青山委

員から、溝口委員を副会⾧に指名する旨の報告があった。 

11 議 ⾧ の 選 出 

  司会から、議⾧の選出について委員に意見を求めたところ、溝口副会⾧が、本日の議⾧を務め

ることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項   

（１）学校運営の基本方針について 

（２）学校評価アンケート項目について 

（３）学校運営協議会の自己目標について 

（４）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する意見書について 

13 会 議 記 録 

  司会の川村教頭から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

（１）学校運営の基本方針について 

議⾧の指示により、校⾧から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員

からは、以下の発言があった。 



 

 

・ 子供たちの人数が減ってきており、学校運営上大変だとは思うが、少人数だからこそ先生や

地域の方の目が行き届き、いじめに関しても、早期発見、対処ができるのだと思う。少人数

の良さを活かした、活動やいじめ防止に取り組んでいってほしい。（田中委員） 

・ 地域の方が、子供たち一人一人を把握できており、距離感も近く、常に見守ってくれている

と感じる。いじめ防止の観点からも、恵まれた環境にあると思う。（太田委員） 

・ 体育祭の練習を参観したが、少人数ならではの縦割りチーム分けがされている。子供たち一

人一人が、学年分けとは違った行動や責任を育むことができると思った。（今場委員） 

・ 学びは、基本、個人である。しかし、学び方、活動の仕方としては、複数の形があり、学校

が考え抜いた基本方針に沿った取り組みは、どれも効果的であると思う。また、いじめ防止

基本方針の説明を受けたが、「冊子」自体、必要のないものであり、あってはならないもの

である。必要のない学校や社会にしていってもらいたい。（青山会⾧） 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（２）学校評価アンケート項目について 

議⾧の指示により、校⾧から、別紙資料に基づき学校評価アンケート項目についての説明があ

り、委員から、以下の発言があった。 

・ 説明にあった「家庭学習カード」の詳細を教えてほしい。記憶にある「本読みカード」等と

は、違うのか。（青山会⾧） 

➡ 生活習慣を見越して、個々で計画を立て、実践していくカードである。主体性を養うために、

いろいろな目標を自分で決め、取り組んでいく。子供の実態に合わせ、担任の先生と相談を

しながら進めていくものとしている。（校⾧） 

・ 保護者から見て家での様子を振り返っても、子供が自分で目標、計画を立て、積極的に取り

組んでいるのがわかる。（太田委員） 

・ 自分にあった勉強法で学習できるため、「家庭学習カード」は、保護者から見てもよいもの

だと感じる。（田中委員） 

・ タブレットを自宅へ持ち帰っているようだが、インターネットへの接続は可能なのか。（青

山会⾧） 

➡ 接続可能である。子供たちの技術の進歩が格段に速いため、不正アクセスや情報モラル等の

注意を、常に行っている。（校⾧） 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 



 

 

（３）学校運営協議会の自己目標について 

  議⾧の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校運営協議会の自己目標について説明があ

り、委員から、以下の発言があった。 

・ 今後の熟議にあたり、学校ではどんな支援を必要としているのか、学校側からいくつかご提

示いただけないだろうか。（溝口副会⾧） 

➡ 詳しい支援に関しては、第２回の学校運営協議会の熟議内容として予定している。次回の協

議会に備え、地域でできる支援活動を考えてきてほしい。（教頭） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（４）夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する意見書について 

  議⾧の指示により、教頭から、別紙資料に基づき夢育やらまいか事業（ＣＳ加算分）に対する

意見書について説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

司会から、すでに自治会にて回覧済みである、資源回収と運動会の案内についての説明があった。

また、次回会議を、令和７年６月５日（木）午前９時４５分から、教職員も参加して開催する旨の

報告があった。 


